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国
民
健
康
保
険
と
は

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
病
気
や
け
が

を
し
た
と
き
に
安
心
し
て
お
医
者
さ
ん
に
か
か

れ
る
よ
う
に
、
加
入
者
（
被
保
険
者
）
が
お
金

（
国
保
税
）
を
出
し
合
っ
て
、
医
療
費
を
補
助

す
る
制
度
で
す
。

■
加
入
す
る
人

　
職
場
の
健
康
保
険
（
協
会
け
ん
ぽ
、
健
康
保

険
組
合
、
共
済
組
合
、
国
保
組
合
な
ど
）
に
加

入
し
て
い
る
人
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対

象
と
な
る
人
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
以

外
は
、
す
べ
て
の
人
が
国
保
の
加
入
者
（
被
保

険
者
）
と
な
り
ま
す
。

・
加
入
者
の
例

　

お
店
な
ど
を
経
営
し
て
い
る
自
営
業
の
人/

農
業
や
漁
業
な
ど
に
従
事
し
て
い
る
人/

パ
ー

ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
で
職
場
の
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
な
い
人/

退
職
し
て
職
場
の
健
康

保
険
な
ど
を
や
め
た
人
と
そ
の
家
族/

外
国
籍

で
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
せ
ず
３
ヶ

月
を
超
え
て
日
本
に
滞
在
す
る
人

■
届
出
が
必
要
な
場
合

　

国
保
に
加
入
し
た
り
、国
保
を
や
め
る
と
き
に

は
住
民
課
へ
14
日
以
内
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
届
出
は
同
じ
世
帯
の
ど
な
た
で
も
で
き
ま
す
。   

　

届
出
に
必
要
な
書
類
は
住
民
課
医
療
係
へ
お

　

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
は
…

　

日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人

が
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
加
入
や
被
保
険

者
種
別
が
変
わ
っ
た
と
き
は
届
出
が
必
要
で
す
。　

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
で
、
次
の
場
合
は
住
民
課
で

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
20
歳
に
な
っ
た
ら
（
厚
生
年
金
加
入
者
を
除
く
）

　

第
１
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

○
退
職
し
た
ら
（
厚
生
年
金
加
入
者
で
あ
っ
た
方
の

退
職
の
場
合
）

　

第
２
号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被
保
険
者
と
な
り

　

ま
す
（
第
３
号
被
保
険
者
に
な
る
場
合
は
除
く
）

○
配
偶
者
の
扶
養
だ
っ
た
が
、
配
偶
者
が
厚
生
年
金

　

や
共
済
年
金
を
辞
め
た
と
き

○
配
偶
者
の
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た
と
き

　

第
３
号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被
保
険
者
と
な
り

　

ま
す
。

　

第
１
号
被
保
険
者
だ
っ
た
方
が
、
就
職
し
て
第
２

号
被
保
険
者
に
な
っ
た
り
、
配
偶
者
が
扶
養
に
な
り

第
３
号
被
保
険
者
に
な
る
場
合
は
勤
務
先
で
届
出
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
国
保
組
合
な
ど
は
第
２
号
被
保
険

者
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
勤
務
先
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
免
除
さ

れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
加
入
種
別

　

◆
第
１
号
被
保
険
者

　
　

自
営
業
や
農
業
漁
業
の
方
と
そ
の
配
偶
者

　

20
歳
以
上
の
学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
の
方
な
ど

　

◆
第
２
号
被
保
険
者

　
　

会
社
や
官
公
庁
に
お
勤
め
の
方
な
ど
、
厚
生

　

年
金
に
加
入
し
て
い
る
方

　

◆
第
３
号
被
保
険
者

　
　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶

　

者
の
方

　
　

詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い 

。

　　

問
い
合
せ
先　

松
本
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

℡
０
２
６
３
―
32
―
５
８
２
１ 

    

こ
ん
な
時
に
は
届
出
が
必
要
で
す

　
　
　

新
年
度
を
迎
え
、
会
社
に
就
職
や
退
職
を
す
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
忘
れ
ず
に
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
せ
先　

住
民
課
医
療
係　

　
　
　
　
　
　

℡
62
―
２
２
０
３

国
民
健
康
保
険

国
民
年
金           

広報いけだ 2

その他のとき 国保をやめるとき 国保に加入するとき
◦住所、世帯主、氏名が変わった
◦世帯を分けたまたは一緒になった
◦保険証を紛失した
◦汚れて使えなくなった

◦職場の健康保険などに加入した
◦ほかの市町村へ転出した
◦死亡した
◦生活保護を受け始めた
◦後期高齢者医療制度の対象となっ

た（75歳に到達し対象となったとき
の届出は不要）

◦職場の健康保険をやめた
◦ほかの市町村から転入した
◦子どもが生まれた
◦生活保護を受けなくなった

届出が遅れると
◦資格のない保険証で診療を受けた

場合、国保が負担した医療費はあ
とで返還していただきます。

◦ほかの健康保険に加入すると保険
税（料）が二重払いになってしまう
ことがあります。

◦加入資格を得た月までさかのぼって
保険税を支払うことになります。

「遡
そきゅう

及賦
ふ か

課」
◦保険証がないため、その間の医療費

は、やむを得ない場合を除いて全額
自己負担となります。

同じ世帯の方が
届け出ることができます

持 ち 物
退職された方や退職者の扶
養となっていた方は退職証
明など退職日や資格喪失日
がわかる書類

印鑑

年金手帳

保険料の口座振替を希望さ
れる方は、口座番号等と通
帳お届印



「認定こども園 池田保育園」
「認定こども園 会染保育園」となります。（認可手続中）

池田町の保育園は平成 28 年 4 月より

認定こども園とは？
●教育・保育を一体的に行う施設でいわば幼稚園と保育園の両方の良さを併せ持っている施設です。
●認定こども園には次のような特徴があります。
・保護者が働いている、働いていないに関わらず入園できます。
・３歳以上児は保育が必要な時間によって、短時間／標準（長）時間を選択できます。
●認定こども園には、幼保連携型、幼稚園型、保育所型、地方裁量型があります。
　池田町は現在「保育所型認定こども園」の認可申請の手続きを行っています。
　保育所型認定こども園…認可保育所が保育の必要な子ども以外の子どもも受け入れるなど幼稚園
　　　　　　　　　　　　的な機能を備えることで認定こども園の機能を果たすタイプです。

問い合せ先　保育課保育係 　℡ 62-7601

　※ 参考　　認定区分
　１号認定　 教育標準時間認定　満 3 歳以上（保育を必要としない）
　２号認定　 満３歳以上児の保育認定（短時間・標準時間）
　３号認定　 満３歳未満児の保育認定（短時間・標準時間）

広報いけだ 3

　【認定こども園Ｑ＆Ａ】
Ｑ１　　認定こども園になったら保育時間はどうなりますか？
Ａ１　　開園時間は今までと変わりありません。１号認定のお子さんは 8：30 ～ 13：30 までが教育共通時

間ですが、ご希望があれば 13：30 ～ 16：00 までお預かりします。2 号、3 号認定は今まで通りです。

Ｑ２　　1 号認定と、保育認定 (2 号短時間 ) と保育利用料は違うのですか？
Ａ２　　1 号認定の方 (5 時間 ) は、保育短時間 (8 時間 ) に比べ保育時間が短いので料金が低く設定されて

います。階層によって違いますが、13：30 ～ 16：00 までの預かり保育を利用したと仮定したと
きに概ね近い金額になるように設定しています。

Ｑ３　　4 月に入園するときは 2 歳児で 3 号認定ですが、年度途中で 3 歳になると 2 号認定に切り替わりま
すが、保育利用料はどうなりますか？

Ａ３　　満 3 歳に達した年度中は 2 歳児の保育利用料となり 3 号と同じ額を適用します。

Ｑ４　　今はパートで仕事をしていますが、途中で仕事を辞めたら園を辞めなくてはいけませんか？
Ａ４　　2 号認定から 1 号認定に変更申請をしてください。認定こども園ではそのままご利用いただけます。

ただし 3 号認定の方はご利用いただけません。

保育所型認定こども園のイメージ
朝 午前 午後 夕方

3～5歳児
保育を必要としない子

共通教育時間　5 時間 保育が必要でなくても

教育課程に基づく教育を実施。
学校教育法に掲げる目標が達成
されるよう行われる。

保育 = 教育

ご希望があれば
お預かりします。

保育を必要とする子 長時間保育
（標準）

共通の時間終了後も
保育を実施（短時間）

長時間保育
（標準）

延長
保育

0～2歳児 保育を必要とする子 長時間保育
（標準） 保育園と同様　8 時間の保育を実施 長時間保育

（標準）
延長
保育



１．からだを動かす教室

平成 28 年度保健センターでは次の 5 つの運動教室を開催します

※教室参加を希望される方は、参加申込書を年度ごと提出していただきますので、継続
参加の方も必ずご連絡ください。（定員になり次第締め切らせていただきます）

※日程などは一部変更される場合もあります。
※医療機関にかかっている場合は必ず主治医の許可を得てからご参加ください。

運動教室開催のご案内

２．アクアエクササイズ

※　詳しい日程・内容につきましては、お問い合せください。

広報いけだ 4

［講師］倉科 儀男（スポーツ指導員）
（内容）口腔体操、ストレッチ、歩行運動、ダンベル体操などの運動教室

コース 場　所 時　間 定　員 参加費 募　集

月曜会 やすらぎの郷 毎週月曜日　午前9：30～11：00

40名 500円/年
申込み
締め切り
3/31

火曜会 ごりょうの郷 毎週火曜日　午前9：30～11：00

木曜会 やすらぎの郷 毎週木曜日　午前9：30～11：00

［講師］松  香  荘：松倉 由紀江（アクアフィットネスインストラクター）
　　　　あづみ野：吉冨 美紀（フィットネスインストラクター）
　　　　大　　町：近江 詠子（大町スイミングスクールコーチ）

内容・コース 場所・定員 時　間 参加費 募　集

筋力・体力アップ、
腰・膝痛予防のための
水中歩行コース
（概ね65歳以上の方）

松香荘（松川村）
各10名

（新規の方・動きの
ゆっくりの方は
水曜日コースへ）

毎週水・木・金曜日
午前9:00～10:00

300円/回
（65歳以下の方
は510円）

第1期
（4～8月）
申込み
締め切り
3/25

第2期
（9～3月）
申込み期間
8月中

筋力アップ、内臓脂肪を
減らしたい人のための
歩行+アクアビクスコース
（概ね74歳以下の方）

あづみ野ランド
（安曇野市）
40名

毎週水曜日
午後1:45～2:30 600円/回

筋力アップ、　
腰・膝痛予防のための
水中歩行+
アクアビクスコース

健康増進施設認定
大町スイミングスクール

（大町市）
30名

毎週水曜日
午後12:45～3:30
（送迎時間を含）

4,115円/月
（送迎バスつき） 随時募集中



　日頃の精神的悩みや不安に思っていることを相談したい方は、カウンセラーが
対応（月曜日または金曜日・予約制）いたします。お問い合せください。

申し込み・問い合せ先　保健センター　℡ 61-5000

３．いきいきクラブ

４．もりもりフィットネス教室

５．インターバル速歩（協力：熟年体育大学リサーチセンター）

広報いけだ 5

下記の 5 日間、ゆっくり歩きと速歩を組み合わせて効率的に脂肪燃焼ができる
歩行の実践指導をおこないます。準備の都合上必ずお申込みください。

実施日 時　間 持ち物 場　所 募　集

平成28年 5月10日（火）
6月30日（木）
9月 8日（木）
11月15日（火）
3月28日（火）

午前9:30
～
11:30

上履き、タオル、
水分を補給でき
るものなど

◦5月
　総合体育館
◦6・9・11・3月
　多目的研修センター

前日までに
お申し込み
ください

［講師］松倉 由紀江（健康運動実践指導者・ラフターヨガリーダー）
（内容）口腔体操、ストレッチ、筋力アップ運動、ボール体操などの軽運動教室

対象者 場　所 時　間 定員 参加費 募　集

概ね70歳以上の方 やすらぎの郷 毎週火曜日
午前9:30～11:00 40名 500円/年 申込み締め切り

3/31

［講師］吉冨 美紀（フィットネスインストラクター）
（内容）ステップ台を使い音楽に合わせたステップエクササイズ（踏み台昇降）・ゆったりヨガ・

笑いヨガ・健康体操等、内臓脂肪減少や脚筋力アップを目的とした毎週内容の変わる
バラエティ豊富な運動教室です。

対象者 場　所 時　間 定員 参加費 募集期間

足腰膝の丈夫な概ね
75歳以下の方 やすらぎの郷 毎週金曜日

午前11:00～12:00 30名 500円/年 8月中
（9月開講）



○狂犬病予防注射の日程

すべての飼い犬が対象です。

○新規　新しく犬を飼い始めた方は登録をお願いします。登録料：3,000 円

○変更　犬を連れて引越してきた方、もらい受けた方などは登録の変更をお願いします。

　　　　　　変更：無料　なお、犬が死亡した場合は役場住民課生活環境係へご連絡ください。

生後 90 日を超えたすべての飼い犬が対象です。
○予防注射料 1 頭 3,500 円（注射済票 550 円を含む）。

　おつりのないようにご協力ください。また、集合注射に来られない飼い主の方
は、6 月 30 日までに最寄りの動物病院で注射を受けてください。

・犬の調子が悪い、現在治療中などの場合は獣医師にご相談ください。獣医師から「予防注射実施猶予証明書」が
出た場合は、役場住民課生活環境係へご提出ください。

　狂犬病は、感染した動物に咬まれると人間にも感染します。
感染後に発症をしてしまうと、100% 死亡してしまう恐ろしい
病気です。現在日本国内で狂犬病は撲滅されていますが、そ
の他の多くの国では、犬猫や家畜はもとより野生動物などに
も頻繁に発生しています。近年では様々な動物がペットとし
て輸入されているという現状がある以上、いつ国内で狂犬病

による被害が発生してもおかしくない状況です。
　万一狂犬病が国内で発生した場合には、素早くしっかりと
発生の拡大とまん延の防止を図ることが非常に重要となりま
す。犬を飼われている方は、犬の登録と 1 年に 1 回の狂犬病
予防注射を受けさせてください。

○狂犬病予防注射の大切さ　参考：厚生労働省ＨＰ

問い合せ先　住民課生活環境係　℡ 62-2203

広報いけだ 6

月日 会　　　場 時　　間 月日 会　　　場 時　　間

4/11
（月）

花見集落センター 9：00 ～ 9：15

4/13
（水）

正科集落センター 9：00 ～ 9：10
滝沢集落センター 9：25 ～ 9：40 堀の内集落センター 9：20 ～ 9：35
多目的研修センター 9：50 ～ 10：05 中島集落基幹センター 9：45 ～ 10：00
内鎌公民館 10：15 ～ 10：30 四丁目ふれあいセンター 10：10 ～ 10：25
十日市場アグリカルチャーセンター 10：40 ～ 10：55 半在家集落センター 10：35 ～ 10：45
渋南集落センター 11：05 ～ 11：15 旧吾妻町団地集会所 10：55 ～ 11：05
坂下農業生活改善施設 11：25 ～ 11：35 池田町役場 11：15 ～ 11：25

4/12
（火）

広津中央公民館 9：20 ～ 9：30

5/11
（水）

林中公民館 9：00 ～ 9：15
広津転作研修センター 9：40 ～ 9：50 会染保育園 9：25 ～ 9：40
広津平出ごみステーション前 10：00 ～ 10：05 鵜山集落センター 9：50 ～ 10：05
ごりょうの郷（福祉会館） 10：25 ～ 10：40 中之郷集落基幹センター 10：15 ～ 10：25
三郷バス停前 11：00 ～ 11：05 ごりょうの郷（福祉会館） 10：35 ～ 10：45
豊盛公民館前 11：15 ～ 11：25 池田町役場 10：55 ～ 11：05

※犬の登録と狂犬病予防注射はどの会場でも受けられます 5/22
（日）

松川村保健センター 7：30 ～ 8：30
池田町役場 9：00 ～ 10：00

犬の登録と狂犬病予防注射を受けましょう
－法律で飼い主に義務付けられています－



収蔵作品展

●会　　期　3 月 1 日（火）～ 4 月 10 日（日）
●開館時間　午前 9 時 ～ 午後 5 時（入館は午後 4 時 30 分まで）
●休 館 日　毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
●入 館 料　一般 400 円（350 円）、高大生 250 円（200 円）、中学生以下無料
　　　　　　※（　）内は 20 名以上の団体料金
●会　　場　　展示室 A・B

　安曇野にゆかりのある小島孝子、奥田郁太郎、山下大五郎、
篠田義一といった当館の主要収蔵作家の作品をはじめ、岡麓
の全長約 8 ｍの書、山野を旅した画家・茨木猪之吉、イタリ

アの現代作家ゴッタルド・オルテッリといったあまり展示の機会がなかった作品に加え、
今年新たに収蔵された仁科宗一郎まで、当館が収蔵する作家の作品を一堂に展示します。

吉原寿次「初冠雪」1993 年

　問い合せ先　北アルプス展望美術館 ( 池田町立美術館 ) ℡ 62-6600

　町では、豊かな自然と地域特有の資源であるハーブ等を融合したハー
バルヘルスツーリズムの推進を始めました。
　これにより都市部からの誘客を図り、町の産業振興に繋げていこうと
考えています。
　本年度は、ストレスがどのくらい軽減するかを検証するモニターツ
アーや東京都の銀座ＮＡＧＡＮＯでＰＲを行いました。
　詳しくは、https://www.facebook.com/ikeda.herb/ をご覧ください。

問い合せ先　振興課 農政係　℡ 62-3127

ハーバルヘルスツーリズムに取り組み始めました

池田町長選挙が行われます。私たち町民の代表を選ぶ大切な選挙ですので、必ず投票しましょう。
公正な選挙が行われるようご協力をよろしくお願いします。

■投票できる方
　今回の選挙で投票できる方は、町の選挙人名簿に登
録されている次の方です。
○年齢　平成８年３月 20 日までに生まれた方

（投票日に満 20 歳以上の方）
○住所　平成 27 年 12 月 14 日までに町への転入届が

済んでいて、投票日まで引き続き住所がある方

■投票時間など
○投票日　　３月 20 日（日）
○投票時間　午前７時～午後８時
○投票所　　お手元に届く投票所入場券に記載の場所
※投票所入場券は、３月17日ころまでに各戸へ世帯主あて

に郵送予定ですが、入場券が届かない場合は、町選挙管
理委員会にご連絡ください。

■投票日当日に都合が悪く投票できない方は、期
き じ つ ぜ ん

日前投票ができます。
○期日前投票所　町役場 2 階中会議室
○投票期間　３月 16 日（水）から 19 日（土）
　　　　　　午前８時 30 分から午後８時まで 　問い合せ先　選挙管理委員会　℡ 62-3131

3月20日日は池田町長選挙の投票日です
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期　　　日 内容（時間） 場　　　所

2月25日（木） 立候補予定者説明会（午後1時30分～3時30分） 役場2階大会議室

3月10日（木） 届出書類事前審査（午後1時30分～2時30分） 役場2階小会議室

3月15日（火） 選挙告示日・立候補届受付（午前8時30分～午後5時）
役場2階中会議室

3月16日（水） 期日前・不在者投票開始【19日（土）まで】

3月20日（日） 投票日 各 投 票 所



浅原六朗文学記念館では、浅原六朗が形式にとらわれない自由な俳句「人間俳句」を提唱したことにちなみ、
毎年 町内小中学校と安曇養護学校の児童・生徒の皆さんより作品を募集してきました。平成 25 年度からは
池田俳句会と池田町短歌同好会による審査が始まり、入選作品は池田町書道会によって毛筆で短冊や色紙に
仕立てられ、図書館に展示しました。今年度は 655 点の応募があり、入選した 34 点をご紹介します。
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『子どもがつくる短歌・俳句・詩』入選作品

◇
審
査
の
感
想
な
ど

　

浅
原
六
朗
の
よ
う
に
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式
に
と
ら
わ
れ

な
い
自
由
な
俳
句
が
、四
百
五
十
余
句
も

応
募
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
は
、四
名
の
選
者
と
事
務
局
で
二

次
審
査
ま
で
行
い
、入
選
句
を
決
め
ま
し

た
。今
回
も
、工
夫
す
れ
ば
良
い
句
に
な
る

「
き
れ
い
・
た
の
し
い
・
う
れ
し
い
」な
ど
、

直
接
表
現
の
句
が
多
数
あ
り
ま
し
た
が
、

良
く
観
察
し
た
句
、自
分
の
言
葉
で
詠
っ
た

句
、楽
し
い
想
像
の
句
な
ど
を
選
び
ま
し
た
。

　

俳
句
は
、観
察
力
を
育
て
、自
然
を
身
近

に
す
る
力
が
あ
る
の
で
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育
現
場
で
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指
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。
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の
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必
要
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じ
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も
の
で
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ほ
と
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で
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も
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た
。
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す
。

池
田
町
短
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平
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芳
子
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。



　

◆
今
月
の
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ラ
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当
：
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田

　

町
民
に
よ
る
運
動
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識
向
上
の
為
の
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ャ
ン
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ン
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ラ
ン
ス
ボ
ー

ル
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ー
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２
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https://w
w

w
.facebook.com

/balanceballrelay

◆「池田あめ市」で陸郷産小豆のネーミング投票を実施　　担当：振興課 杉山・鈴木
　

　２月６、７日に恒例の「池田あめ市」が開催されました。協力隊も
当日のお手伝いをさせていただきました。
　６日には「金の鈴農産物等生産者組合」によって“特別な小豆”を使っ
たお汁粉が振る舞われました。この小豆は、陸郷の地で他の種と交配
されることなく 100 年以上も守り続けられている在来種。小豆特有
の香りが強く味も良いと得意先のレストラン料理長からの折り紙つき
です。同組合の有志による小豆保存会では、現在この小豆のブランド
化を進めており、あめ市にて小豆の名称を決める投票を行いました。
名称は小豆保存会会員が考えた 50 案の中から５案に絞り、その中か
ら来場者に投票してもらいました。選考結果は特許庁に商標登録を申
請後に発表されます。

　
　会場は大賑わいで、お汁粉を食べた方々から「とて
も美味しい！」と大好評でした。今後は県内外のレス
トランやホテルなどに販売していくとのことです。池
田町が誇る小豆を広くＰＲしつつ、特産品の開発につ
なげていきたいです。

■商品ラベル製作事業の報告
　昨年 12 月に商品ラベル製作事業を始めて、現在のと
ころ６件のご相談をいただきました。内容は、生鮮食
品から加工品、アルコール類など様々です。
　製作についてのご相談は随時受け付けています。お
気軽にご相談ください。

　問い合せ先：振興課 杉山・鈴木 TEL62-3127

五十嵐千恵さん

吉富家工藤利枝子さん

どの名前が選ばれるかはお楽しみ

　　　お汁粉用のお餅つきをしました

市川貴代さん

　№ 15
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肥
後
守
見
直
し
旬
間

　

1
月
18
日
～
29

日
に
、
肥
後
守
見

直
し
旬
間
を
行
い

ま
し
た
。
旬
間
中

は
、
全
学
年
で
肥

後
守
の
研
ぎ
方
や
手
入
れ
の
仕
方
の
見
返

し
を
し
ま
す
。

　

3
年
生
は
「
鉛
筆
削
り
選
手
権
」
を
開

催
し
、
今
年
の
ま
と
め
の
一
本
を
削
り
ま

し
た
。
ど
の
児
童
も
春
に
削
っ
た
時
よ
り

か
な
り
上
達
し
て
い
ま
し
た
が
、
毎
日
削

っ
て
い
る
児
童
は
削
る
時
の
集
中
力
と
手

先
を
器
用
に
動
か
す
技
能
の
高
さ
が
素
晴

ら
し
く
、
大
変
驚
き
ま
し
た
。

　

本
校
の
伝
統
で
あ
り
宝
で
あ
る
肥
後
守

を
大
事
に
使
い
続

け
る
こ
と
を
通
し

て
安
全
な
肥
後
守

の
使
い
方
を
身
に

つ
け
、
全
国
で
も

会
染
小
学
校
に
し

か
な
い
肥
後
守
に

誇
り
を
持
ち
な
が

ら
成
長
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

　

頑
張
っ
た
ス
キ
ー
・
そ
り
教
室

　

ス
キ
ー
教
室
が
で
き
る
か
ど
う
か
心
配

す
る
ほ
ど
の
雪
不
足
で
し
た
が
、
1
月
中

旬
以
降
は
連
日
の

雪
。
1
月
20
日
は

雪
の
中
、
5
・
6

年
生
の
ス
キ
ー
教

室
を
鹿
島
槍
ス
キ

ー
場
で
行
い
ま
し

た
。
6
年
生
に
と

っ
て
は
小
学
校
最
後
の
ス
キ
ー
教
室
で
し

た
が
、
さ
す
が
6
年
生
。
雪
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
元
気
に
練
習
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

　

3
・
4
年
生
の
ス
キ
ー
教
室
は
、
1
月

27
日
に
同
じ
鹿

島
槍
ス
キ
ー
場

で
行
い
ま
し
た
。

青
空
が
広
が
る

絶
好
の
ス
キ
ー

日
和
で
、
ス
キ

ー
の
楽
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
3
年
生
は
初
め
て
の
ス
キ
ー
教
室
で

し
た
が
、
転
ん
で
も
転
ん
で
も
笑
顔
で
滑

る
子
が
多
く
、
午
前
中
に
全
員
が
リ
フ
ト

に
乗
っ
て
指
導
員
の
指
導
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
見
違
え
る
ほ

ど
上
達
し
ま
し
た
。　

1
・
2
年
生
も
好

天
に
恵
ま
れ
、
1
月

22
日
に
爺
ヶ
岳
ス
キ

ー
場
で
そ
り
教
室
を

行
い
ま
し
た
。
ト
ロ

イ
カ
を
待
ち
き
れ
ず

に
自
力
で
坂
を
駆
け

上
が
り
、
ゲ
レ
ン
デ

を
何
度
も
滑
り
降
り
元
気
一
杯
に
そ
り
遊

び
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

会染小学校

☆開館時間  火・・・・・・午後    1 時 ~ 午後 6 時
  水・木・金・・午前 10 時 ~ 午後 6 時
		   土・日・・・・午前 10 時 ~ 午後 5 時
☆ 3 月の休館日　　　           　7 ･ 1 4 ･ 2 1 ･ 2 8 日

その他の新着書
すしそばてんぷら	 藤野千夜
赤毛のアンナ	 真保裕一
溺れる月	 新野剛志
ガラパゴス	 相場英雄
GEEKSTER	 大倉崇裕
絶筆	 野坂昭如
その姿の消し方	 堀江敏幸
よこまち余話	 木内　昇
文房具のやすみじかん	 小池壮太

どうぶつたちの贈り物
小川洋子 [ ほか ] 

私の「戦後民主主義」
岩波書店編集部 編

からだにやさしい腰痛克服法
駒形正志

ひなまつりのちらしずし
宮野聡子

ブルくんのだいじなひ
エリック・ローマン

虫のしわざ
観察ガイド

新開 孝 文・写真
（文一総合出版）

　日本初！虫たちが草木に
残す“しわざ " の図鑑です。
　虫たちが残すユニーク
で特徴のある食痕や産卵
痕、巣や卵などの“しわざ”
150 種を豊富な写真と共
に紹介。

かあちゃん
　　えほんよんで

北村 裕花 絵
かさい まり 文

（絵本塾出版）
　かあちゃんに絵本を読
んでもらいたい けんちゃ
ん。
　でも忙しそうなかあち
ゃんを見て、なかなか言
い出せません。

ブロッケンの悪魔
南アルプス山岳救助隊 K-9

樋口 明雄 著
（角川春樹事務所）

　南アルプス北岳山荘を
武装集団が制圧。それは
恐るべきテロ事件の幕開
けだった。超大型台風が
到来、陸の孤島と化した
山で山岳救助隊員の闘い
が始まる。

新 着 書 ピ ッ ク ア ッ プ

◎わらべうた講座開催◎
『あそぼう あそぼう わらべうた』

日時：３月５日（土）午前 10 時 30 分～
会場：２階児童図書室　　参加費：無料
対象：赤ちゃんから大人の方まで

◎はるやすみの工作教室開催◎
『つくってとばそう！』

日時：３月 26 日（土）午後 1 時 30 分～
会場：２階児童図書室　　参加費：無料
対象：保育園児～小学生　　定員：15 名
3 月 23 日（水）までにお申し込みください。

　

そ
り
教
室
に
行
き
ま
し
た
。
楽
し
み

で
、
早
く
す
べ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
カ
レ
ー
が
お
い
し
か
っ
た
で

す
。
今
日
、
そ
り
を
し
に
行
け
て
、
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
帰
り
の
バ
ス
の
中

で
、
も
う
ち
ょ
っ
と
や
り
た
い
な
と
思

っ
た
ら
、
少
し
ね
む
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
み
ん
な
が
け
が
を
し
な
く
て
、

楽
し
い
そ
り
教
室
に
な
っ
て
よ
か
っ
た

で
す
。
ま
た
、
み
ん
な
で
（
か
ぞ
く
で
）

い
き
た
い
で
す
。　

児
童
の
日
記
よ
り

広報いけだ 11



◆
活
動
の
窓
◆

■
み
ら
い
塾

ス
ペ
ー
ス
ゼ
ロ
の
有
効
利
用
を
探
る

　

若
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
目
的

と
し
た
み
ら
い
塾
【
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
部

門
】
を
１
月
29
日
に
ス
ペ
ー
ス
ゼ
ロ

（
二
丁
目
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
利
用
さ
れ

て
い
る
「
ス
ペ
ー
ス
ゼ
ロ
」
の
有
効
利

用
に
つ
い
て
若
者
の
意
見
が
聞
き
た
い

と
池
田
町
商
工
会
か
ら
申
し
出
が
あ
り

企
画
し
ま
し
た
。

　

ス
ペ
ー
ス
ゼ
ロ
を
語
る
に
は
ま
ず

「
使
っ
て
」
「
見
て
」
み
な
い
こ
と
に

は
始
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
実
際
に

ス
ペ
ー
ス
ゼ
ロ
で
鍋
を
囲
み
な
が
ら
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
人
数
は
30
人
超
。
町
内
外

か
ら
多
く
の
若
者
が
集
う
中
「
池
田
町

に
欲
し
い
も
の
は
？
」
と
い
う
切
り
口

か
ら
意
見
を
集
約
し
ま
し
た
。
娯
楽
施

設
や
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
な
ど
多
種
多
様

な
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

す
る
世
代
の
話
な
ど
白
熱
し
た
議
論
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

商
工
会
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
皆
さ
ん
か

ら
の
意
見
を
集
約
し
最
終
的
な
利
用
方

法
を
決
め
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

　

み
ら
い
塾
に
興
味
の
あ
る
方
は
池
田

町
公
民
館
も
し
く
は
総
合
体
育
館
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
◆

■
笑
い
健
康
塾
謝
恩
ス
ペ
シ
ャ
ル

～
あ
と
の
祭
り
～

「
松し
ょ
う
ふ
く
て
い
ま
つ
り

富
久
亭
祭
落
語
独
演
会
」

　

ご
好
評
を
い
た
だ
い
た
笑
い
健
康
塾

も
最
終
回
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

皆
様
の
ア
ン
コ
ー
ル
？
に
応
え
て
謝
恩

ス
ペ
シ
ャ
ル
～
あ
と
の
祭
り
～
「
松
富

久
亭
祭
落
語
独
演
会
」
を
開
催
し
ま

す
。
塾
に
参
加
し
た
方
も
そ
う
で
な
い

方
も
楽
し
め
る
企
画
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
24
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　

池
田
町
公
民
館
講
堂

内
容　

松
富
久
亭
祭
に
よ
る
落
語
と
お
話

参
加
費
無
料
、
申
込
不
要
で
ど
な
た
で

も
ご
参
加
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

池
田
町
公
民
館　

℡
62
―
２
０
５
８

■
平
成
27
年
度
ス
キ
ー
・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

　

１
月
16
・
17
日
に
小
谷
村
栂
池
高
原

ス
キ
ー
場
に
て
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

日
帰
り
、
宿
泊
併
せ
て
46
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
暖
冬
の
影

響
で
ス
キ
ー
場
の
雪
不

足
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
栂
池
高
原
ス
キ
ー

場
で
は
ほ
と
ん
ど
の
コ

ー
ス
が
滑
走
可
能
と
な

っ
て
お
り
、
県
内
外
か

ら
多
く
の
方
が
訪
れ
て

い
ま
し
た
。
当
日
は
２

日
間
と
も
天
候
に
は
恵
ま
れ
、
絶
好

の
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
日
和
と

な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
う
ま
く
な
る

こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
、
「
来

年
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
や
り
た
い
」

な
ど
の
嬉
し
い
声
が
聞
こ
え
、
実
り

の
多
い
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教

室
と
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
度
も
同
じ
時
期

に
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
教
室
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
報
奨
金
実
績
報
告

■
第
70
回
国
民
体
育
大
会
空
手
道
競
技

開
催
日
：
10
月
３
～
５
日

開
催
地
：
和
歌
山
県

　
　
　
　

白
浜
町
立
総
合
体
育
館

出
場
者
：
田
中
美
佐
稀
さ
ん　

結　

果
：
５
位

感
想
等
：
今
回
５
位
と
い
う
結
果
で
し

た
が
、
勝
ち
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
て
、
力

が
入
り
す
ぎ
、
納
得
の
い
く
「
形
」
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
の
反
省
を
活
か
し
、
全
日
本
選

手
権
で
も
上
位
を
目
指
し
練
習
に
励
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

問
い
合
せ
先

　
　

総
合
体
育
館　

℡
62
―
７
６
５
４

総
合
体
育
館
よ
り

ス
ポ
ー
ツ
振
興
報
奨
金
と
は

　
池
田
町
に
お
住
ま
い
で
ス
ポ
ー
ツ
で

県
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
も
上
位
の
大
会
へ
出

場
す
る
方
等
を
対
象
に
報
奨
金
を
お
渡

し
す
る
制
度
で
す
。

スペースゼロでのみらい塾の様子

リフト乗り場前で集合写真

あ
と
の
祭
り
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春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が

行
わ
れ
ま
す

　

「
無
防
備
な　

心
に
火
災
が　

か
く
れ
ん

ぼ
」
を
統
一
標
語
に
、
３
月
１
日
（
火
）
か
ら

７
日
（
月
）
ま
で
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
強
い
風
が
吹
き
、
ま

た
空
気
が
乾
燥
す
る
た
め
火
災
が
発
生
し
や

す
い
気
象
状
況
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

ひ
と
た
び
火
災
が
発
生
す
る
と
、
被
害
が
大

き
く
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
あ
ぜ
焼
き
な

ど
を
す
る
際
は
、
火
の

取
り
扱
い
に
十
分
注

意
す
る
と
と
も
に
、
い

つ
で
も
消
火
で
き
る
よ

う
水
バ
ケ
ツ
な
ど
を
用

意
す
る
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
く
中
、
ほ
と
ん
ど

の
ご
家
庭
で
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具

を
お
使
い
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と

し
た
不
注
意
や
、
器
具
の
誤
っ
た
使
い
方
に

よ
り
、
火
災
な
ど
の
重
大
な
事
故
を
ま
ね
く

恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

火
災
予
防
対
策
と
し
て
は
、
火
の
用
心
と

と
も
に
、
早
期
に
火
災
を
発
見
す
る
こ
と
も

重
要
な
対
策
に
な
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
で
す
。
新
築
住

宅
に
対
す
る
設
置
義
務
化
が
始
ま
っ
た
平
成

18
年
以
降
、
住
宅
火
災
に
お
け
る
死
者
数
は

減
少
を
続
け
て
い
る
な
ど
、
一
定
の
効
果
が

現
れ
て
い
ま
す
。

　

火
災
を
早
期
に
発
見
し
、
か
け
が
え
の
な

い
生
命
を
守
る
た
め
に
も
、
住
宅
の
防
火
に

つ
い
て
、
こ
の
機
会
に
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

火
災
を
身
の
ま
わ
り
か
ら

出
さ
な
い
た
め
に
も
、
日

頃
か
ら
次
の
住
宅
防
火
10

の
ポ
イ
ン
ト
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
し
な

い
。
ま
た
、
た
ば
こ
の
火
は
し
っ
か
り
消
す
。

・
ス
ト
ー
ブ
の
付
近
に
は
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い
。
給
油
す
る
と
き
は
火
を
消
す
。

・
料
理
を
し
て
い
る
と
き
は
そ
の
場
を
離
れ

な
い
。
離
れ
る
と
き
は
火
を
消
す
。

・
家
の
周
り
は
整
理
整
頓
し
、
放
火
さ
れ
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
。

・
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し
な
い
。
ま

た
、
た
き
火
を
す
る
と
き
は
消
火
用
具
の
準

備
を
す
る
。

・
子
ど
も
に
は
火
遊
び
を
さ
せ
な
い
。

・
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た
こ
足
配
線

は
や
め
る
。
ま
た
、
コ
ー
ド
の
上
に
は
重
い

も
の
を
の
せ
な
い
。

・
コ
ン
セ
ン
ト
な
ど
に
は
ホ
コ
リ
を
付
着
さ

せ
な
い
。

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
を
設
置
し
、
寝

具
や
カ
ー
テ
ン
な
ど
は
防
炎
製
品
を
使
用
す

る
。

・
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人
は
、
近
所

同
士
で
助
け
合
う
関
係
を
築
く
。

消防署だより 北アルプス広域南部消防署　℡６２－０１１９

消防団活動からつながる世代の輪　
　消防団に入団して良い点といえば、年代を超えた人とのつながりができることです。

　消防団員は 20 代から 50 代と幅広い世代で構成されています。普段なら話すこともない世代の方とつながりを持ち、

消防団活動を通じて仲間になれる素晴らしい場だと思います。

　第 1 分団は、池田八町内（第 1 分団 1 部：豊町、一丁目、吾妻町、東町）（第 1 分団 2 部：二丁目、三丁目、四丁目、

五丁目）から構成されています。第 1 分団の 1 部と 2 部は普段の活動自体は分かれていますが、消防団活動を通じてソ

フトバレーや池田太鼓などで交流をしています。

　第 1 分団 1 部は、毎年行われる操法大会で現在 3 年連続県大会出場と入賞をしています。

　操法大会を通じてさらに団員の団結力が高まっていくこと、年齢は関係なく同じ目標に向かって取り組むことがつなが

りを深くしていると感じます。

　大人になって真剣に取り組めること、喜びや悲しみを

分かち合うことなどそう多くはないと思いますが、消防

団活動はそれを経験できる貴重な場です。

　消防団は今、若い世代を求めています。

　消防団員となって多くの方々とつながりを深めたり、

「夢中」になれることをしてみませんか？

（第 1 分団Ｈ）

池田町消防団報 Vol.31

リ レ ー コ ラ ム ～私たちが頑張っています～

団員募集中！

私たちと一緒に活動しましょう

広報いけだ 13



父
の
香
の
綿
入
れ
羽
織
懐
か
し
む 

牛
越　

邦
夫
（
中　

島
）

三
ヶ
日
過
ぎ
て
遠
の
く
孫
の
声 

菊
島　
　

進
（
滝
の
台
）

背せ
た
け丈

よ
り
長
く
な
り
た
る
氷つ

ら
ら柱

か
な 

佐
藤　

行
雄
（
三
丁
目
）

百
歳
を
踏
み
出
す
一
歩
賀
状
書
く 

巣
山
希
沙
子
（
三
丁
目
）

山さ
ざ
ん
か

茶
花
の
色
ま
だ
褪あ

せ
ず
綿
帽
子 

中
沢　

恵
（
十
日
市
場
）

年
の
夜
夢
の
中
な
る
寺
の
鐘 

中
野　

潤
一
（
吾
妻
町
）

お
正
月
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
で
暮
れ
に
け
り 

橋
戸　

丘
子
（
南　

台
） 

留
守
番
の
男
の
料
理
葱
き
ざ
む 

橋
戸　

利
司
（
南　

台
）

つ
な
が
ら
ぬ
襷

た
す
き

走
者
の
息
白
し 

藤
澤
美
智
子
（
吾
妻
町
）

お
だ
や
か
に
暮
れ
し
村
里
雪
明
り 

横
山
さ
ゆ
み
（
林　

中
） 

　
　
　
　
　
　

※
今
月
の
投
稿
作
品
10
句
。
掲
載
は
氏
名
五
十
音
順
。

（
池
田
俳
句
会
選
）

5 月号掲載俳句募集
　はがきに作品1点を記入し、
３月末日までに投稿してくだ
さい。対象は町内在住の方の
みです。作品には①地区名②
氏名③電話番号④中学生以下
の方は学校名と学年を明記し
てください。投稿多数の場合
は、選者により選考（10 句以
内）して掲載します。なお、
選者により語句の訂正等をさ
せていただく場合があります
ので、ご了承ください。
■あて先 
　〒 399-8696（住所不要）
　池田町役場総務課総務係
　℡ 62-3131

作
者
の
意
図
に
よ
り
、
あ
え
て
ふ
り
が
な
を
ふ
ら
な
い

場
合
等
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

木造住宅耐震診断のご案内

広報いけだ 14

軽自動車税は、４月１日現在で登録のある車両を所有している方に課税されます。
車両を廃車又は譲渡した場合は、お早めに手続きをされるようお願いします。

ご不明な点がありましたら、該当する手続場所の担当係へお問い合せください。

【問】軽自動車協会松本出張所　℡ 0263-58-3220
　　　軽自動車検査協会松本支所　℡ 050-3816-1855
　　　運輸支局松本自動車検査登録事務所　℡ 050-5540-2043
　　　役場総務課課税係　℡ 62-3131

軽自動車の廃車・名義変更の手続きについて

区　　　　　　分 手続場所 必要書類等

・原動機付自転車（125cc 以下のバイク）
・小型特殊自動車

お住まい（転出先）の
市区町村役場

標識（ナンバープレート）、印鑑、
標識交付証明書

・軽二輪車（125cc 超～ 250cc 以下のバイク） 管轄する軽自動車協会
標識、印鑑、住民票、車検証（軽
二輪は届出済証）・軽三輪、軽四輪 軽自動車検査協会

・二輪の小型自動車（250cc 超） 管轄する検査登録事務所

町では突然の地震に備え、無料の木造住宅耐震診断を行っています。
対象となる住宅は次のすべてに該当し、現在お住まいになっている住宅です。
◦昭和56年5月31日以前に着工された木造在来工法の住宅
※ツーバイフォー・木質プレハブ・丸太組・非木造は対象外です。増築があった

場合は当初の建築年度が対象となります。
◦町内にある個人所有の住宅（長屋・共同住宅は除く）

ただし、過去に精密耐震診断を受けた住宅は、対象となりません。

診断の流れ
◦専門の診断士が家の中や必要に応じて天井裏、

床下などに入り、詳細な調査を行います。
◦診断料は無料です。
◦診断結果により補強工事を実施する方には補助

があります。（補助金額は補強工事費の2分の1
以内で、限度額60万円）

申込み方法
◦4月1日から募集を開始します。池田町役場建設水道

課建設管理係にある申請書に必要事項を記入・押印
の上、4月28日までにお申し込みください。なお、申請
書は町のホームページからも入手できます。

※予定戸数を超えた場合は次年度にさせていただく場
合がありますのでご了承ください。

申込み・問い合せ先　建設水道課 建設管理係　℡62-3130



平成 28 年度
「第２期アスパラガスセミナー」

受講者募集
　北安曇農業改良普及センターと大

北農協では、アスパラガスを新植・

改植し販売を目的とした方を対象に

講座を開催します。毎回異なる内容

で、平成 28 年４月から平成 29 年

３月までの期間中合計９回開催し、

基本的な知識と技術の習得を学びま

す。アスパラガス栽培を始めようと

思っている方や、定年帰農者、Ⅰ・

Ｕターンなどの新規就農者の方も受

講できる内容となっています。

●申込期限　平成 28 年３月 18 日

●申込先　北安曇農業改良普及セン

ター（電話 23-6544）または大北

農協営農部（電話 22-1842）

【問】北安曇農業改良普及センター

℡ 23-6544

献血にご協力ください

　日本全国で、病気や手術のために

血液を必要としている人たちが数多

くおり、献血された血液は、こうし

た人たちに毎日使われています。

　しかし、生きている細胞が入ってい

る血液は長期間の保管ができません。

　多くの人々を助けるため、毎日新

しい血液が必要です。

　池田町に移動採血車がきますの

で、献血にご協力をお願いします。

●日時　３月 24 日（木）

　午前９時 30 分～ 11 時 30 分

●会場　池田町総合福祉センター

「やすらぎの郷」

●採血基準

※ 65 歳以上の方の献血について

は、健康を考慮し、60 ～ 64 歳の

間に献血経験のある方に限ります。

【問】大北献血推進協議会

℡ 23-6528

自衛隊幹部候補生募集

　防衛省では、幹部自衛官として部

隊のリーダーとなる幹部候補生を募

集しています。

●応募資格　22 歳以上 26 歳未満

の方（修士課程修了者は28歳未満）

●受付期 間　 平 成 28 年 3 月 1 日

（火）～５月 6 日（金）

●試験期日　1 次筆記平成 28 年５

月 14 日（土）　飛行要員は 15 日

（日）のみ

●採用時期　平成 29 年３月下旬～

４月上旬

●採用身分　特別職国家公務員

試 験 内 容 等 の 詳 細 に つ い て は、

自 衛 官 募 集 ホ ー ム ペ ー ジ http://

www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/

recruit/ をご覧ください。

【問】自衛官募集コールセンター　

℡ 0120‐063792

広報モニター募集

　町では平成28年度広報モニターを

募集します。広報モニターとは町の広

報誌やホームページについて、ご意見

やご感想をいただき、よりよい広報に

なるように協力していただく方々です。

●募集人員　6 人

●募集期間　3 月 10 日（木）～ 3 月

25 日（金）

●任期　平成 28 年 4 月～平成 29

年 3 月

【問・申込】総務課総務係

℡ 62-3131

小林　潤
るい

　（寿・華奈子／高瀬橋南）

藤井　啓
け い ご

伍　（周二・さやか／和合）

髙橋　清江	 99		  ５丁目

山﨑とめ子	 94		  日影栗本

竹内　達子	 87		  花　見

曽根原味代子	 83		  豊　町

北條　隆恵	 89		  ３丁目

丸山　咲子	 80		  竹　原

（1 月受付分　敬称略）

200mL献血 400mL献血

年

齢
16～69歳※

男性:17～69歳※

女性:18～69歳※

体

重

男性:45kg以上
50kg以上

女性:40kg以上

広報いけだ 15
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広告を掲載しませんか ?　掲載のお問い合わせは、広告代理店　有限会社アイティーシナノ　℡ 62-9111 へどうぞ。
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期　　日 医療機関名 電話番号

医
　
　
　
科

3 月 　6 日（ 日 ）
内 若林医院 62-2105
外 栗林医院 22-0305

3 月1 3日（日）
内 松本クリニック 61-5151
外 西森整形外科 61-1700

3 月2 0日（日）
内 吉村医院 61-5666
外 石曽根医院 22-0142

3月21日（振替）
内 はーぶの里診療所 62-0210
外 市立大町総合病院 22-0415

3 月2 7日（日）
内 あづみ病院 62-3166
外 あづみ病院 62-3166

北アルプス平日夜間　小児科・内科救急センター
大町文化会館隣「フレンドプラザ大町」1F

毎週月～土19時～21時
26-6199

内=内科　外=外科

診
療
時
間

■医　科　　午前9時　～　午後5時  
■歯　科　　午前9時　～　正午（要事前連絡　受付時間午前９時～午前11時）
■薬　局　　午前9時　～　午後5時30分

期　　日 医療機関名 電話番号

歯 

　
　
科

3月　6日（日） 宮下歯科医院 22-0297
3月13日（日） 岡江歯科医院 62-9888
3月20日（日） 砂田歯科医院 22-0648
3月21日（振替） 竹内歯科医院 62-2151
3月27日（日） 武田歯科医院 72-8060

期　　日 薬　局　名 電話番号

薬
　
　
　
局

3月　6日（日） ナシダ薬局 62-6370
3月13日（日） すみれ薬局 85-2061
3月20日（日） 松川とをしや薬局 61-1527
3月21日（振替） スヤマ薬局あいそめ 62-0208

3月27日（日）
キムラ薬局 62-5210
池田土屋薬局 61-5021
フロンティア薬局安曇野店 61-5500

■3月の主な行事
期　　日 行　事　名

3月　4日（金） 池田工業高校卒業式
3月　5日（土） 池田町囲碁将棋麻雀大会
3月13日（日） 町内一斉川ざらい
3月17日（木） 池田小・会染小・安曇養護学校卒業式
3月20日（日） 池田町長選挙
3月25日（金） 池田・会染保育園卒園式

■人の動き
2月1日現在　（　）内は前月比
●人口　10,245人（△21）
　　男　4,905人（△6）　女　5,340人（△15）
●世帯数　3,933世帯（△7）

■上水道休日緊急当番店
期　　日 店　　名 電話番号

3 月 　 5 日（ 土 ） （有）デラ工房 62-9003
3 月 　 6 日（ 日 ） （有）アルテ長野 0263-83-6565
3 月 1 2 日（ 土 ） W・S小林設備 0263-62-6222
3 月 1 3 日（ 日 ） 安曇さく泉工業（株） 0263-72-4512
3 月 1 9 日（ 土 ） （有）環境クリーンサービス 62-0554
3 月 2 0 日（ 日 ） （有）一本木建設 22-8498
3月21日（振替） ヒラタ設備（株） 0263-58-2310
3 月 2 6 日（ 土 ） （株）ピュアハウス 26-1120
3 月 2 7 日（ 日 ） （株）大北設備 090-3093-4395

■3月の納税等
国保税・後期高齢（第9期）　　　　　【納期限3月31日】
※口座振替日は 3 月 28 日（月）です。前日までに残高の確認をお願いします。

■休日の緊急当番医等　(当番機関は変更になる場合があります。確認してから来院してください)

■各種相談窓口
相　談　内　容 開催場所(受付・問い合せ先） 開催日時

子育ての悩み相談　育てにくい子どもの相談
カウンセラー相談　児童虐待相談　DV相談 総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

子ども支援センター ℡ 61-5000 

月曜日～金曜日

午前8時30分
～

午後5時15分

幼児食・栄養・乳房マッサージ・血圧相談など 保健センター ℡ 61-5000 
高齢者総合相談

（介護・虐待・成年後見・その他）
地域包括センター ℡ 61-5000 
※時間外及び休日等の場合は役場 ℡62-3131 にて受付

障がい者への虐待相談 障がい者虐待防止センター ℡ 61-5000 
※時間外及び休日等の場合は役場 ℡62-3131 にて受付

身体・知的・精神の各障害や生活など 総合福祉センター(福祉係） ℡ 61-5000 
大北圏域障害者総合支援センター ℡ 26-3855 

こども教育相談室 教育会館 ℡ 61-1430 
消費生活トラブル相談

役場本庁舎　住民課生活環境係 ℡ 62-2203 
多重債務（借金）相談 毎週火・木曜日（要予約）
自殺予防　長野いのちの電話 社会福祉法人長野いのちの電話　　　　　℡ 0263-29-1414 午前11時～午後10時（年中無休）

あすなろ会（自死遺族交流会） 長野市内
（長野県精神保健福祉センター） ℡ 026-227-1810 毎月第2土曜日

午後1時30分～3時30分
依存症家族グループミーティング

（ギャンブル・薬物・アルコール依存症の方）

長野県精神保健福祉センター ℡ 026-227-1810

毎月第2・4木曜日
午後1時30分～3時30分

依存症当事者グループミーティング
（ギャンブル・薬物・アルコール依存症の方）

毎月第1・3火曜日
午後1時30分～3時30分

青年期グループ（高校生以上から39歳ぐらい
までの社会的な活動の機会が少ない方）

毎月第2・4水曜日
午後2時30分～4時30分


